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診結‐果、もつ|と気|に|してみませんか?
2009年から健診セ ンターを拠

点に、週 1回ずつ子L腺外来 と内

科外来、胃内視鏡検査 を担当し

ている李由紀です。検診業務に

携わつて思 う事は、検診 をきち

んと受ける方が少ないとい うこ

とと、受けても毎年おなじ指導

を受けている方が多いとい うことで■ , 自分もに診の

意味 と必要性 を実感できる年代にな ,、 多 くtD方にに

診をお勧めして自分の体調を改善する喜びを味わって

いただきたい と願 うようにな りました。

そこで、この度私たちは健康センター職員を中心 と

したダンスサークル 「あさひ リボンクラブJを設立い
たしました。月曜 日の夕方検診の後、プロのインス ト

ラクターにお越 しいただき、院外の方々もお誘いして

45分 間、「リトモスJと い うダンスプログラムを楽 しん

でいます。 リトモ とは、スペイン語で リズムの意味を
表 します。 リズ ミカルで洗練 されたダンスを 3カ 月毎
に11曲 マスター していきます。これが体だけでなく、

大変な頭の体操です.健康の為に運動 しなければと思っ

ていても、なかなか実行に移せない方、結構いらつしゃ

るのではないでしょうか ?ま た、ようや く運動を始め

ても持続 させるのは難 しいものです。 しかし、特に中

年世代は、運動習慣 を身につける事が健康維持の必須

項 日だと思います。今後、個人の短期 目標 を積み重ね

ながら、皆さんの健診結果に反映させていければと思っ

ていまう。

OJl曝ヨE:D200円  ■劃Lョ 毎月躍日 17:15～ 18:00

…

健診センターあさひ
0598-52-6052

李 由 1紀

また、 健言クセ ンターあさひJでは、乳がん検診 を受
|す て頂 きやす くしようと、夕方検診枠を作つた り、土

曜健診を開始 した りと工夫を凝 らしています。月一回

の土曜 日健診には、健診フロアでネイルのお手入れや

アロマセラビー、ハチ ミツ健康講座などを企画 してい

ます。 (9月 以降の企画については別表参照 )

乳癌検診啓蒙の先駆 けである日本 ピンクリボン協会

■■ 画を計画中です。

健診 |(総合的な,健康言クば、
~定
疑健診、乳幼児健診、老人健診J

検診 (特定
`〕

電気かとう力`)言ク察、「子しかんの検診、冑の集団検診J

平成22年 9月 1日 発行 二重県松阪市朝日町―区15番地の6
http●
‐
|“「、「、F nlatStlsaka

T[[0598-51-2626げ 増/FAX 0598-51-6557
s`liseikai(っ rip

硬

菫

「 ξ
:髯驀髯厖営:文た詈 孟孟::ξ墓誓薦桑穫毛彦 薇辣●

=4
実 施 予 定 イ ベ ン ト内 容

平成22年 9月 18日 有機栽培プチ家庭菜園講座

平成22年 10月 9日 ′Siらいむ「エステサロンセラピア」

平成22年 10月 17日
日曜日 (マ ンモグラフ ィーサ ンデー )
お茶会 (表千家流 )、 ア ロマ、ネイル、
アイス等予定

平成22年 11月 20日 手作リコースター講座

平成22年 12月 11日 プリザーブドフラワー講座

平成23年 4月 22日 ネイル

平成23年 2月 19日 はちみつ講座

平成23年 3月 12日 ブリザードフラワー

ここ暴お楡義轟嚢≧糧篭 「救療済生Jの精神に基づいた、こころからの医療と福祉を提供いたします。|

晰



管理栄養課
・■■・ ・      管理栄養課主任 本寸 林  由 紀

管理栄養課には 2名 の管理栄養士が配置 されていま

す。管理栄養士は糖尿病療養指導士やNST専門療法士
の認定資格 を有 しています。

業務 としては給食業務、入院患者の栄養管理、栄養

指導を行っています。給食業務は全面委託 とし、委託

会社 と協力 し適切な患者給食、さらに患者 さんの満足

と信頼が得 られる質の高いサー ビスを′きがけています。

入院患者の栄養管理 として医師、看護師、薬剤師、検

査技師 とともにNST(栄 養サポー トチーム)と して、
栄養状態が低下 している方に対 して適切な栄養療法に

ついて検討 しています。栄養指導は入院、外来 ともに

個人指導で実施 しています。糖尿病や高血 l■ 、脂質異

常症、肥満症、腎疾患、肝疾患、胃切除後などさまざ

難
炒
襦

まな疾患の方に行っています =ま た、百美三へ遅院中
の患者 さんで栄養指導が必要 と思われる手 全t当 院で
の栄養指導を受け入れています =栄養モ導 |ま三 :■ t⊃指
示が必要です。栄養指導を希望 される方 |ま、ます |ま主

治医の先生にお申し出 ください .

χ lr ミ
重

鱚 i

(1人 分 450kra  塩 分 1 9g)
※ ご飯 150gの 場 合

壌ま勘 武

①鶏肉は皮を除き、一国大に切り、

∃―グル トをもみこむ。

②玉ねぎ、人参を一口大に切 り、

鍋に入れ、少しの水を入れて蓋

をして蒸 し煮にする。

塩

ご |まん

大さ じ 112
150g

◎今回は最近気になつていた「ノ

ンオイルカレー」をご紹介 しま

す。カレールーは油が入つてい

るため、代わ りに使 つているの

がカボチャです。カボチャはデ

ンプン質が程よく入っているの

でルーを入れなくてもととろみ

がついてきます。野菜も油で炒

めずに少量の水で蒸 し煮にする

ことで野菜がとても甘くなるの

で一度お試 しを。

緑黄色野菜を使つたサラダを合

わせるとさらに栄養バランスが

良 くな りますよ。

管理栄養士 :村林  由紀

鼈L鰤 (4人分 )
かばちゃ
: |   ――-500g

玉ねぎ .    -   1個
人参  -        1本
鶏ムネ肉 (皮なし)― -200g
ヨーグル ト    大さじ4杯

輻饒なり通信
済生会松阪総合病院 薬剤部

贅賣贅鵞鷺鶯賣鸞鷺賣贅鸞賣鵞鸞賣鸞鸞贅賣贅鸞☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆讐賣賣賣賣贅贅贅嚢鸞贅賣鸞鵞讐

【国内炎についてお話します】
国内炎は、大人と子供の場合では、国内炎のできる原因は違 うといわれています。大人の場合には、睡眠不
足や体力の低下、あるいは病気や抗がん斉」、放射線などの治療により免疫力の低下を起こし、国内炎ができ
ることが多いようです。

また、子供の場合には風邪の合併症であることが多く、ビタミンが欠如 したり、体のバランスが崩れている
ことで国内炎ができやすくな ります。

(国内炎治療薬 )(当院採用薬)

c撻主ョ  ケナログ軟膏・ 、デキサルチン軟膏°、アフタッチ゛ (貼付薬 )、 ハチアズレビ・
アズノール° (う がい薬 )

■い,iFEI彗 半夏潟心湯・ 、プロマック顆粒。 (適応外 )、 ピドキサール錠 C、 フラビタン錠 F

通常、栄養不良や免疫状態などの原因が改善されれば、一週間から二週間程度で治癒 します 3

★一日でも数時間でも早くあの痛みから解放されたい方にお勧めです !I★
。 国の中を清潔に保ち、刺激物の摂取を避ける。
・ ビタミンBl、 B2、 巨、 Cな どのサプリメントを摂取する。

何かご不明な点があれば薬斉に1ま てお尋なくださいc

渉

ノフオイルカレー
カ レー粉    大さ じ2～ 3杯
(スパイシーな味が好きな方は大さじ3杯 )

水 -                  650祀

③かばちゃは皮を除き、一国大に

切り、ラップをしてレンジで6～
7分加熱する。
④②の野菜に火が通つたらカレー

粉を入れ、香りが出てくるまで

炒める。

3水を入れ、ひと煮たちさせたら
全体に火を通す。

⑥③のかばちやを熱しヽうちにつぶ

し、鍋に入れのばしながら煮る。

⑦とろみがでたら①の鶏肉と∃―

グルトを入れ、塩で味を整える。

③お皿にご飯とカレーを盛り付け

る。

抗生物質やステロイ ドの軟膏を塗る。



知|つて得する続気の話‐
大腸がんのEGFR、 KRASと新しい治療薬

外 科 近 藤 昭 信

細胞の表面にはいろいろな外部か らの刺激を細胞内

に伝 えるものがあ り、その 一つに_L皮成長因子受容体

(EGFR)力 あ` ります。EGFRIこ市け激が伝わると、糸田月包力`

分裂、増殖するようにな ります =大暢がんではその細
月包表面の25-77%にEGFRが 発表してしヽるといわオLてい
ます。

浸潤傾向の強い大碍かメ_で |まEGFR/~発現が多いこと
や、またEGFRtD発現が多 tヽモが /tlま肝臓に転移す~る

こと力ゝ多く予後う`平 三ヽ二などう11]:Ь′■ていまJ.EGFR
の働きをllll]え ること11て きれ |ま 、t■がんの増殖を抑え
ることができ、卜」言、二t二‐ 1て な 1ヽ か とい うことで、
全 lll界 で研究か行

=れ
、モ
=真

|ゝ蓄発されています .

EGFRt⊃ 賃きを=た こ
=ぎ 11｀ _「 :■言 として、EGFR

に結合して、そ し'重:き を1■害■こ1台
=真
11声 モされ、

現在 日本で
′rミ這志 .1)ぁ る i」 「シ|ま七 I′′■シマ● |=JI

名 :ア ー ビヤックス20089月 発売 |ヒ ^二 =ム
マ
'1苦品名 :ベ クテ ィビックス20104月 発売 )|ゝ ろ うます

=

発売当千1セ ツキシマブは、いままでの fヒ学療法が効

かなかった言者全体に向けた薬 として使用されました ,

颯「緩和ケアチームを紹介します」
IBLさ ん |ま

=受
チ],ア とい う言葉を聞 くと、どのようなイ

メージをお持ちになられるでしょうか ?治療ができな
くなった末■ f)が ん患者 さんが受けるケアといったイ

メージを持たれる方うヽまだ多いのではないでしょうか ?

世界保に慢

「

1ヽ

~ヽHo)で
は「緩和ケアとは、生命を

脅かす疾患による司題に1ま面 している患者 とその家族

に対 して、疾患つ〒朝 より、身体的・心理的・社会的・

スビリチェア′しな司題に関してきちん とした評価 を行
い、それが喧喜 上ならな :ヽ ように予防 した り対処した

りすることで、Qtt L(生活 tD彗、生命の質)を改善す
ること」 と定義 さマlて 1ヽ ま■ , こt'Dよ うに、援■日午ア

は末期がんに阪定 された t,F)で |=な く、悪者 さ′tゃ 二

家族の体のつ らき、 主ヽつつ らぎ、■気 ,こ よって■しろ

生活のつ らさを総合亡tに 支えて (ヽ■ マで二こと 、ぇ
るのです。つま り、かん と言,ビ された■■ Lど 要な三

療であ り、がんに対する積極的な 1台
=ヒ
■■]■ ア |ま、

お互い息を合わせてい くニ ノ、三 :■ tつ よ
=な
司係である

ともいわれています。

このような緩和ケアを一般病棟で提供することを目

的 とした専門家

チームを緩和ケ

アチーム といい

ます.当 院でも
緩和ケアチーム

が活動 をはじめ

て今年で 3年 目
をi里えまつっ

チ ー ム メ ン

その後の研究でセツキシマブが効 く患者 と効かない患

者が、治療 を行 うがんの組織 を検査することで解 るよ

うにな りました。

EGFRが細胞の増殖の刺激 を伝 える途中に存在する
KRASと い う遺伝子に変異 (も との野生型から変化 し
た場合)が あると、セッキシマブの効果がないことが
解 りました。

逆に変異がない野生型には効果が高いことが知 られ

てお り、野生■Чは大腸がん全患者の約 6害」といわれて

います .

そのため、2010年 4月 に保険適応 とされたパニツム
マブの効能・効果には 「KRAS遺伝子野生型の治癒切
除不能な進行 。再発の結腸・直腸がんJと 、治療効果
の高い患者を選び投与することが記載 されてお り、治

療前にEG「Rと KRASの測定 (手術標本・生検組織によ
る)が勧められています。
またセツキシマブとパニツムマブは、重い副作用は

少ないのですが、治療効果のある約 9割の患者 さんに
皮膚症状 (に きびのような発疹、皮膚の乾燥・炎症な

ど)が起 こります.特 に、顔や胸・背中・腕などに出
やすい といわれています。皮膚症状が出た方が治療効

長 1｀ あると1)いわれていま
■ : 支言三■tが出てもがん

|■ ●して |=|き療効長がある

ヒ]つ て、支言tDケ ア (軟
膏 1台療な ど)を行って治療
を継続 しましょう

=

がん看護専門看護師 本寸 木 明 美

バーは、身体 /1~状 の緩和を担当する医師、鎮痛薬など、

さまざまな薬に詳 しい薬剤師、そして 日常、患者さん

や ご家族に最 も身近な存在 として心身のケアを提供 し

ている看護師がコアとな り、 リンクナース (各部署の
緩和ケアチーム メンバー)を含めて約10名 で構成 され
ています。必要に応じてチーム以外の専 P5家 (例えば

理学療法「Irゃ ソーシャルワーカーなど)と も協働 して
います。

主なチーム活動 としては、毎週木曜 日にチーム ミー

テ ィングを行い、院内をラウン ドし、依頼のあった患

者 さんのベ ッドサ イドでお話 しを伺つた り、病棟の主

1台医や担当看護師らと情幸k交換 を行い、文l応策を検討

した ,し て tヽ ます .入院中の患者 さんが どのような治
■ をどtD書|で行つていても、その病棟に往診 して主治

Fや担当看護師 と相談 しなが ら、その苦痛を和 らげる
お手伝いをしています。

また、緩和ケアチーム活動の一環 として、多種多様

な要望に応えていけるよう、勉強会や事例検討会を行っ

た り、院外の研修会にも積極的に参加 した りしなが ら、

専門的な知識や技術の向上に努めています。

まだまだ緩和ケアチーム として抱える課題は沢山あ

りますが、多 くの医療スタッフと連携 を取 りなが ら、

患者 さんや ご家族のご希望に沿えるようなケアをタイ

ムリーに提供 していきたいと考えています。「痛い」「苦

しいJ「眠れないJ「つ らいJな ど、どんな悩みでも気
軽に主治医や担当看護師に伝えて下さい。少しでも緩

和ケアチームが皆 さんのお力になれたら一と思ってい

ま―す。

饂

=1
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轟 漂奪警雷専Fすi:砕

薇式,機な 種
警
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機畷いし

放射線科

海 野 真 記

e曇
警,:

是ヰトご覧こだ才い。

● ‐2

外 科

河 埜 道 夫

日 外来診療担当表
(2010年 9月 1日 )

★担当医は変更になることもあります

8:OO～ 1 2iOO
土・日B習日、祝祭日、

受付時間

イ木 言つ 日
(診療科と曜日によつて多少変更あります)

年末年始(12/30～ 1/3)、 倉」立記3日 (5/30)

月 火 水 木 金

内

　
　
科

一 診

二診
一貝 正 宏 李   由紀 須川 正宏 稲垣 悠二

三診
基
■
生
思
け
田保 (午後)

)み )
稲垣 悠二 山脇 弘三 力晰藤 1真 也 保円 憲基

四診 橋本  章 橋本  章 脇田 喜弘 西り|1健 一郎 福家 洋之
五診 清水 敦哉 L村 泰弘 上村 泰弘 福家 洋之 上村 泰弘
六診 垣本  斉 南川 光三 両川健一郎 卜林 稔彦 南川 光三
七診 消ピF■ | 中島 啓吾 清水 敦哉 中島 啓吾 清水 敦哉 脇田 喜弘
ノヽ言

`〉

■■71夕 キヽ 加藤 1真也 垣本  斉 垣本  斉 保日 窯某 山脇 弘二

外 科

一 診 藤森 健而 長沼 達史 長沼 達史  1 近妻 昭信 田 中 穣

二診

午後

田中  模 i圧藤 昭信  ‐  肝■ 責洋    河埜 道夫

'卜

科医師 |■■
長沼 達史
外書1医 i市 (:L]泉 )

健診センター (軍L腺外来 ) 杢 由イ[ 下自:倉  由実
経
科
占甲脳
外

一 診 諸岡 芳人  1  111北  文博    諸岡 芳ノ、 諸岡 芳人
言つ 下J田 1告 ノ 11屋 拓郎 本」

‐
田 1告 人 土躍 拓郎 川北 文陣

整形外科

一診 )1貝  drl聾 交   代 竹上 謙次 竹上 謙次 今原 敏博
二診 友田 良太 森本 政司 友田 良太 森本 政司
三診

午後

飯口  竜 松井佑梨世

乳児検診 (要予約)
(1■ 月)

飯 円  竜
竹上謙次 uttlR―外来)
(可予ギ1 紹Fltfみ )

松井佑梨世

産婦人科

午
　
ユ■
午
後
崎”
一

一 診 高倉 哲司 長澤 I里映子 高倉 哲司 菅谷  健 竹内 茂人
二 診 竹内 茂人 高倉 哲司 長澤理映子 長澤理 映子 高倉 哲司
診
一診

一
　

一
　

一

　

一

　

　

．

手  術
高倉哲司 11■ 月|

竹内

手

人
一
茂
一　
術 手  術二診

三診 乳房外来 (要
j,約

)

AR丁 ・
生殖医療

センター

(完全予約制)

午 一診再診 菅谷  健 昔谷  律 菅谷  健 菅谷  健 菅谷   健
一叩
午
後
一タ
診

二診再診
―診新患

内
一谷

竹
一菅
茂人

健

竹内

手

人
一
茂
一
　

術

内
一谷

竹
一菅
茂人

健

14‐内 茂人

手 術

竹内 茂人

手 術

菅谷  健
二診新患
一診再診

内
一谷

竹
一菅
茂人

健

人
一健

茂
一

内
一谷

竹
一菅

二診再診 竹内 茂人 竹内 茂 人 竹内 茂人

小 児 科

午 日 l

午後

老谷 嘉市

予防接種

老谷 嘉市
乳児検診
(lヶ 月 Jヶ 月)

老谷 嘉市
老谷 事 ∫1l Ⅲ)¨ ‖

老谷 嘉市
子L児検診
(7 1 月1■「

`)
アレルギー外来1111ギ )

眼 科 眼科医師 日長禾斗匡三白市 眼科医師j 日長lll二自雨 =011,I・

皮 膚 科

耳 鼻 咽 喉 科 大学 医師 大学医白li 大学 医師

泌尿器科
一言珍 森

欠
日 」川 和彦 森

女
月 柳川  晨 令 原  弓た士

二診 (新患 ) 小川  FE彦 柳川  員 金原 弘幸 l 川 和彦 lll‖ ′ 1具

神経内科
一 診 坂井 利行 近藤 昌秀 坂井 利行 近藤 昌秀 神経内科医師
二診 山井進太郎 大学医師 (午前) 由井進太貞

`

由井進太郎

麻 科酔
官村 とよ子 宮村とよ子 官村とよ了 宮村とよ了 官オ|と よ子
車  it丸 車  武丸 車  武丸 車  武丸 車  武丸

放射線科
綺身、「絡セ澤■春

中川 俊男
笹岡 政宏 (午後)

加藤 幹愛 中川 俊男
野村美和子 (午前)

中川 俊男

口
売
エ

カ
フ 科

l_藤 耕 ― 佐藤 耕一 佐藤 耕一 佐藤 耕一 佐藤 耕一
L田  貴史 上田 貴史 L円  貴史 上田 貴史 上田 貴史

屹


